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高校生との意見交換会 報告書 

学 校 名 兵庫県立八鹿高等学校 

年 月 日  令和７年７月 10日 会 場 名 兵庫県立八鹿高等学校 １階 17番教室 

開始時間 13時 30分 終了時間 15時 00分 

参 加 数 生徒 12人 議員 ６人 合計 18人 

班   長 深澤 巧 報 告 者  

班 員 名 
（グループ１）○北山 愛、田路之雄 （グループ２）○西垣勲一、藤原芳巳 

（グループ３）○西田雄一、深澤 巧 （○印…進行役） 

テ ー マ 若者に選ばれるまちになるには？ 

グループ１ 

【出された意見・アイデア】 

問題点 

・バッティングセンターが欲しい。       ・お店が少ない。 

・若者の遊ぶ場所が少ない。          ・若物向けの観光地がない。 

・豊岡市バス数が少ない。           ・バス停に屋根が欲しい。 

・道が夜に暗い、外灯がない所ある。      ・職が少ない。 

・進路などを相談できるところがない。 

 

アイデア 

・自然を生かした場所を増やす。        ・市経営の飲食店を作る。 

・キャンプ場を観光地に作る。         ・移住アピールをもっともっと。 

・有線放送を使う。              ・ＳＮＳを活用する。 

・イベントで給食メニューを高校生も食べたい！ ・職業体験の職業を増やす。 
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・祭りを増やす、復活。            ・不要な所にお金を使わない。 

 

理想の未来 

・医療費無料をアピールして子どもが増える。  ・安く物が手に入るまち。 

・学校を増やして選択を増やしてほしい。    ・学校の使用時間を増やして活発に。 

・大学が近くにあってほしい。         ・図書館の勉強スペースをふやしてほしい。 

・塾を増やしてほしい。 

 

【グループ１まとめ】 

・「高校生も給食を食べたい」、「イベントで食べられるようにしてほしい」など養父市の給食が恋しいとい

う声が上がった。 

・養父市の少子化対策は素晴らしいのに発信が弱いと感じている。もっとＳＮＳや有線などを活用したり、高

校生も有線でイベントなどＰＲできるようにしてほしい。 

 

グループ２ 

【出された意見・アイデア】 

問題点 

・少子化                    ・学習場所が少ない。 

・公共交通機関の本数の少なさ。         ・車がないと大変。 

・バーチャル養父が活かされていない。      ・みんなが集まれる場所が少ない。 

・野焼きの煙。                 ・養父市といえばこれ！というものがあまりない。 

・お店がどんどん減っていっている。       ・働く場所と種類が少ない。 

・夜に街灯が少ないから暗い。          ・放置されている空き屋が多い。 

 

理想 

・高齢者と子どもがたくさん交流する。      ・にぎわっている街にしたい。 
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・夜でも明るくしたい。 

 

アイデア 

・養父市に戻ってきた人に補助金を出す。     ・現状の子育て政策をもっと前面に出す。 

・自然を生かしたものを増やす(アクティビティ、アウトドアスポーツ)。 

・各行政区の公民館とかを手軽に使えるようにする。・学生・子どもは電車やバスの料金が安くなる。 

・出会いの場をつくる。             ・市全体を使った謎解きイベント。 

・自然を有名にする。              ・バーチャル養父の活用。 

・公園をつくる。                ・若い人が遊べる場所をつくる。 

・スキー場を一年通して活用する、スケボーパーク作るとか。 

・ダンススタジオなどをつくる。         ・屋外ライブのイベントを定期に行う。 

・有名な店、商業施設などをつくる。       ・養父市の特産品を使う店。 

・学校終わりに遊べる場所。           ・デザイン系の専門性の高い企業を呼び込む。 

・給料が高い場所。               ・街灯をふやす（暗い場所をなくす）。 

・空き家を利用してお店を経営する。 

 

【グループ２まとめ】 

・市内に目的地となるような場所、たとえば商業施設や飲食店、イベントやアクティブに利用できる公園など、

養父市に居住した場合の日常生活の充実が望まれている。 

・学生である今の生活環境において、移動の不便さや街灯の少なさ、空き家の多さなどを感じており、将来に

おいては、働く場所や人との交流の場所が充実していないと不安を感じている。 

 

グループ３ 
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【出された意見・アイデア】 

駅前再開発を含めた商業施設等 

・駅前駐輪場が狭く、一般車両との接触事故が心配。 

・駅から学校まで通学道路の中で、道路状況が悪くよくパンクをおこすところがある。 

・駅前整備でコンビニ等の設置→駅前の活性化（早く暗くなる冬でも安心）。 

 

勉強スペース 

・折角完成したＹＢファブの机やイスが少ない、誰でも利用できるように増やせないか。 

・高校の近くに、勉強意識向上や空家を活用した学生向き施設（例勉強カフェ）の設置。 

・ペアをもっと有効に活用したい。 

・定期試験が終わった時など緊張を緩和するような施設があればと思う。 

・医療、福祉以外の企業や事業所なども、高校生にも周知できるようにする。 

 

電車・バス 

・利用者の多い、少ないの時間帯で電車の本数（車両数）の多少を考慮する。 

・放課後３時～６時間の電車の便数は。 

・バスについては比較的に運賃が高い。 

・利用者、ＣＯ２も減ることからミニバスにすればいいのではないかそして便数をふやす。 

 

【グループ３まとめ】 

・本日は、色々なご意見を多数いただき本当にありがとうございました。今後、議員は、真摯に皆さまの提案

等に取り組み、生徒の皆さまにおかれましては、若者らしく何事にも経験を深めていってほしいと思います。

お互いに頑張りましょう。 

 

ま 

と 

め 

・グループ・ワークショップ形式にした効果があり、多くの高校生から活発な意見が出た。 

・意見交換をしただけにとどまらず、市の若者支援施策につながるような課題については、委員会調査

で取上げ、その実現を目指す姿を高校生にフィードバックさせるサイクルが必要である。 

・通学路の安全確保、ＹＢ図書館の自習スペースの拡大などの現実的課題や、空き家を利用した「勉強カ

フェ」というような高校生の発想の実現可否について委員会の調査項目にとりあげてもいいのではな

いか。 

・今後においても、高校生以外に多様、多層な市民との膝を交えた意見交換会などを議会改革の一つと

して取組むべきと考える。 

 

 

高校生との意見交換会を実施したので、上記のとおり報告いたします。 

令和７年８月５日 

 

報告者  班長  深澤  巧 


